目的
インターネットプロトコルバージョン4(IPv4)は、ほとんどのインターネットトラフィックの配信を担当します。ただし、IPv4には、使用するデバイスやネットワークで使用できるIPアドレスの数が限られています。限られたアドレスの問題を解決するために、IPv6が作成されました。IPv4よりも多くのIPアドレスが含まれています。ただし、IPv6はIPv4と直接互換性がありません。サイトまたはユーザーがIPv4ネットワーク経由でIPv6パケットをを送信します。6to4は、IPv4ネットワークを使用してIPv6宛先にIPv6パケットを送信します。
この記事では、CVR100WでIPモードを設定する方法について説明します。
該当するデバイス
・ CVR100W
[Software Version]
・ v1.0.1.19
IPモード
ステップ1:Web設定ユーティリティにログインし、[Networking] > [IP Mode]を選択します。[IP Mode]ページが開きます。

ステップ2:[IP Mode]ドロップダウンリストから目的のモードを選択します。選択したモードは、ネットワークのメンバーが使用するIPバージョンをサポートできる必要があります。使用可能なオプションは次のとおりです。
・ LAN:IPv4、WAN:IPv4:LANとWANの両方にIPv4を適用します。
・ LAN:IPv6、WAN:IPv4:LANにIPv6を、WANにIPv4を適用します。
・ LAN:IPv6, WAN:IPv6 — LANとWANの両方にIPv6を適用します。
・ LAN:IPv4+IPv6、WAN:IPv4:IPv4とIPv6をLANに、IPv6をWANに適用します。
・ LAN:IPv4+IPv6、WAN:IPv4+IPv6:IPv4とIPv6の両方をLANとWANの両方に適用します。
ステップ3:[Save]をクリックし、変更を保存します。
スタティック6to4 DNSエントリ
このページでは、ユーザがホスト名をIPv6にマッピングするようにスタティックDNSエントリを設定できます アドレス.これにより、ユーザはリモートIPv6ホストにアクセスできます。
注:DNSエントリは、LAN:IPv6;WAN:IPv4およびLAN:IPv4+IPv6、WAN:IPv4のオプションで使用できます。
ステップ1:[Show Static 6to4 DNS Entry]をクリックし、[Static 6to4 DNS Entry]フィールドを表示します。

ステップ2:[Domain (01-05)]フィールドにドメイン名を入力します。このドメインは、マッピングされるIPv6アドレスのホスト名を指定します。
ステップ3:マップするドメインのIPアドレスを[IP (01-05)]フィールドに入力します。
ステップ4:[Save]をクリックし、変更を保存します。